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【はじめに】共鳴トンネルダイオード (RTD) は、コンパクトな室温テラヘルツ(THz)光源として期

待されている。RTDにスロットアンテナを組みあわせた構造の発振器により、最高で 1.98 THz の

高周波発振に成功したが [1]、RTDの発振出力は通常 1THzにおいて 10 μW 程度であり高出力化

が課題であった。そこで、高出力発振が期待できる矩形空洞共振器とボウタイアンテナを集積し

た RTD-THz発振器を提案し、発振周波数 1 THz において mWオーダーの発振出力が期待できる

ことを報告した [2]。今回は、実際にデバイスを作製したので報告する。 

【実験】Fig. 1に作製した RTD-THz発振器の構造を示す。発振器の特性を詳細に調べるため、共

振器幅 wを 9 – 65 μm、共振器長 lを 8 – 64 μm、RTD面積を 6.2 – 25.4 μm2の間で変化させたデバ

イスを作製した。まず SI-InP基板上にRTD層構造がエピされた基板を元に、RTDメサを ZEP/PMGI

の 2 層レジストと電子線リソグラフィ(EBL)によるパターニング、Ti/Pd/Au のオーミック電極蒸

着、およびウェットエッチングによって形成した。次に Ti/Pd/Au/Tiの下部電極を蒸着し、その後、

素子分離を行った。誘電体であるベンゾシクロブテン(BCB)の塗布・焼成・エッチバックにより

MIM部分の絶縁体を形成し、最後に、ZEP/PMGI/PMMAの 3層レジストプロセスを駆使すること

によって矩形空洞共振器構造および上部電極を作製した。矩形空洞共振器により導体損失が大幅

に低減され、また、共振器のインダクタンスが小さいため大面積の RTDが利用可能であり、高出

力化が期待できる。作製したデバイスの発振特性については当日報告する。 

[1] R. Izumi, S. Suzuki, and M. Asada, Int. Conf. IRMMW-THz, MA3.1, Cancun, Aug. 2017. 
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Fig. 1 Micro-photographs of the fabricated oscillator, where w is the cavity width and l is the cavity length. 

Upper

electrode

Lower

electrode

Bow-tie antenna

20°

20°

Resistor

for stabilization

RTD mesa
Rectangle cavity

Upper

electrode

Resonator

10 μm

Resonator

MIM

capacitor

Bow-tie antenna

20 μm

l

w

l

w

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11a-S421-5 

© 2019年 応用物理学会 03-393 3.9

mailto:asada@pe.titech.ac.jp

